研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　通所リハビリテーション南陽館　　職　種　介護福祉士　　氏　名　吉田　春菜

	期　　間　　平成29年11月29日（水）

	出張目的　平成29年度青森県認知症介護実践研修報告会（実践者研修）

	出 張 先　三沢市総合社会福祉センター　２階　多目的ホール　他

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

【総括】
9月に5日間の講義を受けた後、4週間南陽館で対象者を決め、実習をしました。その内容、学びについて報告会にて報告し、修了証を頂いてきました。多数いた、受講者はケアマネージャーや相談員、介護福祉士など様々な職種の方々で取り組む視点も様々でした。報告を聞き、いい刺激を受けることが出来ました。

　認知症の方に対しての研修でしたが、介護サービスを提供する職員として、この研修で学んだ関わり方の様々な技法、環境調整の方法、アセスメントの視点について学びを活かし努めて行く他、他職員の刺激になれるような仕事への姿勢を見せられるよう励んでいきます。




研修内容

●11月29日（水）　
認知症実践者研修　施設実習実践報告会

実践報告書（実習課題設定）

施設・事業所名：介護老人保健施設南山苑　認知対応型通所介護南陽館　氏名：吉田春菜　　　　　　　　　
	事業所の概要

	通所リハビリテーション　定員28名

認知症対応型通所介護　定員12名

	事業所の基本理念

	みんなのために　あなたのために　わたしのために


	氏　名
	Ａ様
	性別
	女性
	年　齢
	83歳
	介護度
	要介護3

	家族構成
	氏名
	続柄
	年齢
	備考
	

	
	Ｂ様
	長男
	不明
	同居　主介護者
	

	
	Ｃ様
	三男
	不明
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	生　活　歴

	大学卒業し24歳で結婚し３子を授かる。育児をしながら夫と燃料店を経営していた。子供達も成人し、自宅を出た後は夫と二人で自宅兼店で生活をしていた。長男と三男は店を継ぎ共に働いていた。平成20年頃から、事務仕事が出来なくなり外出しても戻れず、平成21年三男と病院受診しアルツハイマー型認知症と診断される。服薬管理が出来ずにいたが自宅では夫の介護を受け、店では長男、三男に見守られ定期的に認知症対応型通所介護へ行き在宅での生活は出来ていた。平成24年7月散歩に出かけ自力で戻れなくなりK地区で保護される。平成25年主介護者の夫が入院後に他界。生活の場を長男自宅へ移しショートスティと認知症対応型通所介護を利用しながら在宅生活を継続。

	心　身　の　状　態

	病名：アルツハイマー型認知症　　　通所利用　週３回程度

【ＡＤＬ】

　食事→自分で食べる事が出来る。摂取量はまだらである。

　排泄→自立だが、5～10分おきに頻回に通うことあり。(汚れの確認と交換の促しの介助必要)

　睡眠→自宅やショートスティ先では週1～2日程昼夜逆転見られ玄関と居室を往復し続けたり鍵を開けようとし朝まで起きている事がある。その後傾眠がちとなり日中の活動が難しく寝て過ごされている。

　移動→歩行可能で自立

　認知機能→独語あり1人二役で話し続ける事が時折ある。日時、場所の失見当識ありショートスティ先と認知対応型通所介護の場所が混乱し家へ帰れるか不安になり何度も玄関とホールを往復される事がある。生まれた場所やお父様に感謝していることと、大学時代～結婚し家族と過ごした出来事について時代背景が混ざる事もあるが、覚えておられ何度も教えて下さる。

　



	社会性・コミュニケーション

	認知症対応型通所介護利用時は、社交的で挨拶を交わし同じテーブルの方々に話しかけている事もある。一人で過ごす時間が多かったり関わりが薄い人がいると独語聞かれる事がある。カラオケや体操、散歩、楽しそうだと感じられる空間を好まれ自分で参加されている。ガヤガヤ雑音がまじるような空間では表情険しくなりトイレや玄関を往復されたり人気のない場所に行く事がある。

	本人・家族のニーズ

	本人の気持ち

	· 今は長男宅で生活をしているが以前夫と生活していた自宅兼店で暮したい。

· ショートスティ先では早く自宅へ帰りたい。認知症対応型通所介護利用時はショートスティで来ているのかわからなくなるので不安だが泊まらずに帰れると教えてくれると安心が出来る。

· 人が集まって楽しそうにしていると参加したい。

	家族の気持ち（悩み・要望・願いなど）

	お店を続けながら、母との生活を続けたい。

1人でお店や長男宅で過ごす事は難しいので緊急時はショートスティや通所介護を利用したい。

一箇所でじっとしていたくない人だから、工夫して行事も参加させて欲しい。

	本人の望む生活

	・一箇所にじっとしていると物足りないので体を動かしたり、外出したりして、他者との交流を持ちながら住み慣れた店兼自宅や長男の自宅で安心して暮したい。

	望む生活を実現するために実践する事

	施設内を歩き続けることや、昼夜逆転があり時間の認識に混乱等はあるが生活自立度が高く、自分で出来る事が多い為、スタッフとの関わりが薄くなっていた。そこで、通所介護利用時は以前から毎回個別、集団で関わる時間を設けていたが関わりを持つタイミングが悪くBPSDが現れ安心して過ごす事が出来ずにいることが多かった為、関わるタイミング等を観察する。

(1週目)

· 認知症対応型通所介護利用時、毎回挨拶と自己紹介をし馴染みのスタッフとして認識して貰えるよう信頼関係作りを行う。

· 入浴後から、昼食までの時間は1人で過ごされる事が多く徐々に不安や居心地の悪さを感じ独語やトイレや玄関を何度も往復する姿が見られている為、本人が好まれている体操をその場にいる方々と一緒に行う。失見当識ある為日時場所これからの予定を視覚と言語でお伝えし確認する。

· 行事への参加と人と交流出来るようなコースで室内屋外の散歩を実施。※4週目

· まで継続

（2週目）

･挨拶を継続しその際、今日のスケジュールを伝える。（ショートステイではなく通所介護に来ている事を認識して頂く。）

･体操、行事参加、散歩を継続し、人との交流時の様子と周囲の様子を観察する。

（3～4週目）

･挨拶を継続し視覚と言語でスケジュールを伝えたことによる本人の様子の変化があるか観察。

・体操、行事参加、散歩を継続し1～2週目と比較。

	自分の立てた計画をどの程度実践できたか自己評価してください。

	実行できた 　　５　 ４・　３　・　 ２　 ・　 １　　 実行できなかった

	実際にあなたがどのようなことに取り組んだのか、具体的に記入してください。

	（1週目）

･朝来られ席に着いたら、A様のところへ行き視線を合わせ名前を呼び笑顔で挨拶と自己紹介をした。

･散歩へ行き栗が沢山落ちているのを一緒に見つけ、他の方にも教え一緒栗拾いをした。他者との関わりの様子や表情、言動を観察した。

· 昼食前集団で体操をし、カレンダーで日にち、時計で時間、献立版で昼食のメニューを確認し、視覚と言葉でアプローチした。

（2週目）

・朝の挨拶後、今日のスケジュールを伝え、通所介護に来ていて本日は自宅へ帰れる事を伝える事で日中の様子に変化があるか観察したが帰れると聞くと泣き出し何度も玄関やトイレを往復する事が増えた。

· 前週の散歩、体操、視覚と言葉でのアプローチの継続。

(3～4週目)

· 朝の挨拶の後は帰るというキーワードを聞くと混乱する可能性が出てきた為、数分会話をした。

· 体操、散歩、行事参加と視覚と言語での場所時間の失見当識へのアプローチ継続。

	その取り組みを行ったことによって、あなたや利用者（認知症高齢者や家族など）にはどんな変化がみられましたか？その効果を測る客観的な指標も具体的に示してください。

	· その人を知りたいと思うようになり意識的に関わる時間が増え、自宅へお送りした際には家族へ

詳しく様子を伝えられるようになった。また、家族との会話も増え、家族から声をかけて下さる機会が増えた。

· 週三日の利用時玄関やトイレへは5～10分おきに行き来していたが、失見当識へのアプローチと

関わる時間を作った事で3週目からは険しい表情ではなく穏やかな表情で30分に1回ほどの頻度になり玄関では靴を履き替えじっと待つようになった。その都度声を掛け時間を時計で確認する事で、「まだ時間があるね。あっちで待とうか。」と自分でスケジュールを理解し安心することが出来ていた。

· 3週目からは3日のうち2日は昼夜逆転があった為日中の活動量が減り独語が増え険しい表情だっ

た。問いかけに対しても的外れな返答が返ってくることが多かった。　

	取り組みのなかでうまくいったこと、あるいはうまくいかなかったことはなんですか。

	・一日のスケジュールを伝えた事で、嬉しい感情がコントロール出来ず泣き出したり帰ることへ執着し余計独語が増え帰れる事を架空の相手に話し続け混乱を招いたと感じた。しかし、挨拶と自己紹介を継続し、散歩や体操など関わるタイミングを見極め時間を増やした事で、目があうと笑顔で返してくれたり、伝えていなくても「帰れる日ですよね？」と聞いてくる事があり見覚えのある顔と認識して頂けたように感じた。

	実践を通しての感想をお聞かせください

	・本人が求めている事を理解することは難しく、自分の先入観や決めつけで対応をしてしまう事で、余計に不安にさせたりBPSDが現れてしまう可能性が増してしまう事がわかった。また、何気なく問いかけた言葉が混乱や不安にさせてしまうということを知り、会話であっても考えて行うことが大切だと知った。ささいな言動行動1つ1つであっても影響力があると強く感じた。

・今回身体機能が高く自立されている方に対して実践し、いかに私自身関わりが薄かったかを知った。少しの時間立ち止まり視線を合わせ挨拶を交わす事をしてこなかった事に反省させられた。相手をしっかり思って関わると反応も変わり自分自身が気持ち良く働けるようにもなった。これからは利用者の為、自分のため、チームのために丁寧に心を込めて柔軟な考えを持ち何となくではなく根拠のもとにケアをしていきたいです。
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